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21)  해금의 연주법 중 하나이다. 활을 빠른 속도로 빼면서 순간적으로 활대를 잠시 멈춘 후 그 
음의 다음에 나오는 음과 연이어서 연주하는 주법이다.
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<표-5> 아주 쉬운 해금교본1 이론파트 정리 

<그림-1> 장식음 설명
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<표-6> 아주 쉬운 해금교본1 연습곡 정리 
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<표-7> 아주 쉬운 해금교본2 연습곡 정리 
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<그림-3> 연습곡
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<표-8> 내 친구 어린이 호만 교재분석
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<그림-4> 내 친구 어린이 호만1 삽입 악보
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<표-9> 동요로 배우는 어린이 바이올린 교재분석
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<표-10> 스즈키 바이올린1-개정판 교재분석 
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<표-11> 시노자키 바이올린1-개정판 교재분석
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<표-12> 목차 
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<표-13> 곡 선정
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<해금의 구조>


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<앉는 방법>

<악기 잡는 방법>

<활 쥐는 방법>
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<악기 잡은 모습>
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22) 세종대왕이 창안한 동양 최초의 유량악보로, 선율 뿐 아니라 장구장단, 박, 가사까지 기보할 
수 있다.
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<정간 읽는 순서>

<정간보읽는 순서> <오선으로 정간 읽는 순서>
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黃 ─ 黃 │ 黃 ─ 黃 │ 학
교
종

㑲 │ 黃 ─ 黃 │ 黃 ─

㑣 ─ 太 │ 㑲 ─ 太 │

㑲 │ 太 ─ 㑲 │ 太 ─

㑖 ─ 黃 │ 㑣 ─ 黃 │

黃 ─ 黃 ─

㑲 │ 㑲 │

△ △
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개
나
리

太 │ 㑲 ─ 黃 │ 㑲 ─

黃 ─ 黃 │ 㑲 ─ 黃 │

㑲 │ 㑲 ─ 㑖 │ 㑲 ─

㑣 ─ 黃 │ 㑣 ─ 黃 │

㑲 │ 太 ─ 㑲 太 ─
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㑲 ─ 黃 │ 㒇 ─ 㒇 │ 㑲 ─ 黃 │

㑲 │ 黃 ─ 㒇 │ 㒇 ─ 㑲 │ 黃 ─

㑣 ─ 太 │ 㑲 ─ 㑲 │ 㑣 ─ 太 │

㑣 │ 太 ─ 㑲 │ 㑲 ─ 㑣 │ 太 ─

㑖 ─ 黃 │ 㑣 ─ 㑣 │ 㑖 ─ 黃 │
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같
아
요

㑣 ─ 㒇 ─ 太 ─ 㑲 ─

㑣 │ 㒇 │ 太 │ 黃 │

㑖 ─ 㑲 ─ 黃 ─ 㑖 ─

㑲 │ 㑲 │

㑲 ─ 黃 ─
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太 │ 黃 │ 太 │ 太 │ 새
야
새
야

黃 ─ 㑣 ─ 黃 ─ 林 ─

㑣 │ 太 │ 㑣 │ 太 │

㑣 ─ 黃 ─ 㑣 ─ 太 ─
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<중(仲)포지션 스케일>

정확한 음정과 아름다운 소리를 내기 위해서 스케일 연습을 매일 해 주는 것
이 좋다.
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黃 │ 太 │ 黃 │ 太 │ 비
행
기

黃 ─ ─
黃 黃 ─ ─

黃
太 │ 㒇 ─ 黃 │ 㒇 ─

─
黃 黃 │ 黃 │

㒇 ─ 太 ─ 太 ─ 太 ─

太 │ 太 │ 太 │

太 ─ 太 ─ 太 ─

△
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無
南

│ 黃 ─ 林
南

│ 潢 ─ 無
無

─
│ 黃 │

당
신
은
누
구
십
니
까?

林
南

─
│

仲
林

│ 無
南

─ 南 │ 南
林

─ 仲
林

─

仲 ─ 南 ─ 林 │ 仲 ─ 潢 │ 南 │
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潢 ─ 南 ─ 南 ─ 南 ─ 潢 │ 南 │
주
먹
쥐
고

潢
無

│ 南
林

│ 南
無

│ 南
無

│ 潢
無

─ 南
林

─

南 ─ 仲 ─ 潢 ─ 潢 ─ 南 │ 仲 │

南 │ 仲 │ 潢 │ 潢 │ 南 ─ 仲 ─

林
仲

─ 林 ─ 汰
汰

─
│

汰 ─ 林
仲

│ 林 │

林
南

│ 林 │ 汰 ─ 汰 │ 林
南

─ 林 ─

仲 ─ 南
林

─ 潢 │ 潢
無

─ 仲 │ 南
林

│

仲 │ 南 │ 仲 ─
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無 │ 潢 │ 南 │ 林 │ 林 │ 潢 │ 뻐
꾸
기

南 ─ 南 ─ 林 ─ 仲 ─ 南 ─

林 │ 南 ─ 無 │ 南 │ 林 │ △

仲 ─ 潢 │ 潢 ─ 無 ─ 仲 ─ 潢 │

南 ─

南 ─ 南 林 △
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仲 ─ 潢 │ 仲 │ 潢 │
나
비
야

南 │ 南 ─ 林 ─ 南 ─

潢 ─ 南 │ 南 │ 南 │

南 │ 南 ─ 無 ─

林 ─ 無 │ 潢 ─ 無 ─

南 │ 林 ─ 潢 │ 林 │

仲 ─ 林 │ 潢 ─ 林 ─
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<청황(潢)포지션 스케일>

정확한 음정과 아름다운 소리를 내기 위해서 스케일 연습을 매일 해 주는 것
이 좋다.
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南
汰

│
─

南
汰

│
─

南
汰

│
─

南
汰

│
─

무
궁
화
꽃
이
피
었
습
니
다.

汰 │ 汰 │ 汰 │ 汰 │

汰 ─ 汰 ─ 汰 ─ 汰 ─

汰 │ 汰 │ 汰 │ 汰 │

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

潢 ─ 潢 ─ 潢 ─ 潢 ─

중점연습

1. 분박 활 연습을 중점적으로 한다.
2. 연속되는 음이 달라지지 않게 정확히 연습한다.
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潢
汰

─ 潢
汰

─ 南
潢

│ 潢
汰

│ 봄
이
와
요

潢 │ 㳞 │
㳞
淋

─ 潢 ─

南 ─ 汰 ─ 㳞 │ 南 │

林 │
潢
㳞

│ 汰 ─ 仲 ─

仲 ─
汰
潢

─ 汰 │ 仲 │

南 │ 林 ─

중점연습

1. 누르는 음정 정확히 연습한다.
2. 색칠되어진 부분을 정확히 연습한다.
3. 한 활에 두 개의 음이 있는 음정을 정확히 연습한다.
4. 潢→㳞으로 진행되는 음정은 黃→仲으로 진행되는 음정보다 힘을 조금 덜 

줘서 연주해야 하는 것에 유의한다.
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南
南

─
│

汰 │ 汰 │ 南
南

│
─

두
껍
아
두
껍
아

汰 ─ 㳞
㳞

─
│

㳞 ─ 汰 │

汰
汰

│
─

汰
汰

─
│

汰 │ 汰
汰

─
│

潢 │ 潢 ─ 潢 ─ 潢 ─

汰
汰

─
│

汰
汰

│
─

南
南

│
─ 汰 │

㳞
㳞

─
│

㳞 │ 汰 │ 㳞 ─

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰
汰

─
│

汰 │

潢 ─ 潢
潢

─
│

潢 ─ 潢 ─

중점연습

1. 분박을 부위별 활 연습을 한다.
2. 색칠되어진 부분을 정확히 연습한다.
3. 활을 가볍게 사용하는 연습을 한다.
4. 같은 음이 진행되는 분박은 활을 바꿔 연주해야 한다. 그러나 활을 바꾸면서 

음정이 변할 수 있으니 이를 주의하며 연주한다.
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南
潢

│ 仲
仲

│
─

林
無

─ 南
潢

│

구
슬
비

潢
無

─ 南
潢

│ 無
南

│ 潢
無

─

南
潢

│ 㳞 ─ 林
無

─ 南
潢

│

潢
無

─ ─
汰

無
南

│ 潢
無

─

南 │ 潢
潢

│
─ 林 ─ 南 │

林 ─ 汰 │ 無 │ 潢 ─

仲 │ 潢 ─ 南 ─ 無 │

구슬비
1. 두 음을 한 활로 연주해야할 경우 정확한 음을 낼 수 있도록 연습한다.
2. 유현과 중현을 한 활로 바꾸는 연습을 한다.
3. 색칠되어진 부분을 정확히 연습한다.
4. 南·潢·潢·無로 진행 할 때 南과 無의 음을 유의해서 연습한다.
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南
─南

│
─

汰
─汰

│
─

南
─南

│
─

潢
─潢

│
─ 탄

일
종

南
─無

│
─

汰
─汰

│
─

南
─南

│
─

潢
─南

│

南 │ 汰 │ 南 │ 仲 ─

林 ─ 㳞 ─ 汰 ─ 南 │

仲 │ 潢
─潢

│
─ 潢 │ 林 ─

潢
─潢

│
─

潢 │

㳞 ─ 㳞 ─

중점연습

1. 붓점 리듬 활 연습을 정확히 한다.
2. 중현과 유현 활 바꾸는 연습을 중점적으로 한다.
3. 색칠되어진 부분을 중점적으로 연습한다.
4. 활을 가볍게 사용하여 붓점의 느낌을 정확히 살려 연주한다.
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25) 스즈키 신이치 『스즈키 바이올린 –개정판 1』 (서울: 세광음악사, 2009년 12월) 19, 20쪽
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仲 │ 黃 │

태
극
기

仲 │ 黃 │

산
토
끼

─
仲 ─

─
黃 ─

─
黃

太 │ 㑲 │ 仲 ─ 㑲 ─

仲 ─ 㑣 ─ 黃 │ 㑲 │

太
黃

│ 㑖 │ 仲 ─ 黃 ─

㑲 ─ 㑲 ─ 黃 │ 㑲 │

太 │ 黃 │ 㑲 ─ 㑖 ─

黃 ─ 太 ─ 黃 │ 㑣 │

─
太 │

─
太 │

㑲 ─ 㑲 ─ 㑣 ─ 㑲 ─

㑣 │ 太 │ 㒇 │ 㑣 │

㑖 ─ 黃 ─ 㑲 ─ 㑖 ─

㑣 │ 㑲 │

㑖 ─ 黃 ─

△ △
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林 ─ 南 │ 무
궁
화

仲 ─ 潢 │ 南 │

고
드
름

南 │ ─
汰 林 ─林

仲
│ 南

林
─

潢 ─ 潢 ─ 仲 │

太 ─ 仲 │

黃 │ 南 ─ 南 │ 南 │ 太 ─

潢 ─ 潢 ─ ─
仲─

潢
南
林

│

汰 │ 南 │ 黃 │

南 ─ 仲 ─

林 │ 南 │ 潢 ─ 林 ─ 南 ─

─
南

─
仲 潢 │林

仲
─ ─

潢 林 │ 太 │ 仲 ─

太
黃

│ 汰
潢

─
黃 ─ 仲 ─ 林 │

仲 ─ 南 │ 仲 │ 黃 │ 南 ─

△
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潢 │ 㴌 ─ 湳 │ 늴
리
리
아

南 │ 㳞 ─ 仲 │ 고
추
먹
고 
맴
맴

─
潢 淋 │ 南 ─

㴌 │ 湳 ─
汰 ─ 㳞 ─ 潢 │

─
汰 湳 │ 潢 │ 汰 │ 汰 ─

林 ─ 湳 ─ 淋 ─ 南 ─ 潢 ─ 潢 │

潢 │ 汰 │ 南 ─

潢 │
㴌
汰

│

潢 ─ 潢 ─ 林 │

汰
潢

─ 潢 ─ 南 │ 仲 ─

潢 │
汰
㴌

│ 湳
淋

│ 南 │ 林 ─ 南 │

─
潢 汰 │ 潢 ─汰

潢
─ 汰

潢
─ 湳

潢
─

汰 ─ 潢 ─ 㳞 │

南 │ 南 │ 汰 │ 潢 │ 南
林

│ 汰 ─

林 ─ 林 ─ 潢 ─ 南 ─ 仲 ─ 潢 │

林 │─
汰 仲 ─

潢 │
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- 71 -



- 72 -



- 73 -
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仲 │ 黃 │

태
극
기

仲 │ 黃 │

산
토
끼

─
仲 ─

─
黃 ─

─
黃

太 │ 㑲 │ 仲 ─ 㑲 ─

仲 ─ 㑣 ─ 黃 │ 㑲 │

太
黃

│ 㑖 │ 仲 ─ 黃 ─

㑲 ─ 㑲 ─ 黃 │ 㑲 │

太 │ 黃 │ 㑲 ─ 㑖 ─

黃 ─ 太 ─ 黃 │ 㑣 │

─
太 │

─
太 │

㑲 ─ 㑲 ─ 㑣 ─ 㑲 ─

㑣 │ 太 │ 㒇 │ 㑣 │

㑖 ─ 黃 ─ 㑲 ─ 㑖 ─

㑣 │ 㑲 │

㑖 ─ 黃 ─

△ △
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黃
太

─ 黃
太

│

봄

仲 ─ 㑲 ─ 黃 │ 달
맞
이 

─
仲 │

─
㑲 │

─
黃 ─

仲 │ 黃 ─

太 ─ 黃 ─ 㑲 │

太 ─ 㑲 │ 黃 │ 黃 │ 㑣 ─

黃
仲

│ 㑖 ─ 㑖 ─ 太 ─ 㑖 │

㑣 │ 太 │ 㑖 ─太
黃

─ 㑖 │

㑲 ─ 黃 ─ 㑣 │

㑲 │ 㑣 ─ 太 │ 黃 │ 㑲 ─

黃
太

─ 㑲
黃

│ 黃 ─ 㑲 ─ 黃 │

㒇 │ ─
㑲 │ 黃 ─

黃 │
仲
林

─

㑲 ─ 黃
㑣

─
│ 黃 │

㑲 ─ 仲 │ 㑣 │ 㑣
㑖

─ 太 ─

㑣 │ 太 ─ 㑖 ─ 㑣 │ 黃 │

㑖 ─ 太 │

△
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─ 㑣 ─ 南 │ 黃 │ 고
향
의 
봄

㑲 │ 太 ─ 黃 │ 꼬
마
눈
사
람

南 │ 㑣 │ 南 ─ 黃 ─ 㑲 ─

林 ─ 㑲 ─ 林 │
㑲
㒇

│ 黃 ─ 林 │ 黃 │

林 │ 㑖 │ 林 ─ 黃 ─ 太 │ 仲 ─ 㑲 ─

仲 ─ 㑣 ─ 仲 │ 太 │ 仲 ─ 太 │ 黃 │

林
仲

│ 林
仲

─ 太 ─ 仲 │ 太 ─ 㑲 ─

太 ─ 㑲 │ 太 │ 黃 │ 太 ─ 黃 │ 㑖 │

太 │ 黃 ─ 太 ─ 黃 │ 㑲 ─ 㑣 ─

黃 ─ 太 │ 黃 │ 黃 ─ 太 ─ 㑣 │ 㑲 │

黃 │ 仲 ─ 黃 ─ 仲 │ 黃 │
㑖
㑣

─
│

㑖 ─

黃 ─ 南 │ 黃 │ 南 ─ 㑲 ─ 㑲 ─ 仲 │

㑲
㑣

│ 林
仲

─ 㑲
㑣

─ 林
仲

│ 㑣 │ 㑲 │ 太 ─

㑖 ─ 林 │ 㑖 │ 林 ─ 㑖 ─ 㑣 ─ 黃 │

△
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㑖 ─ 黃 ─ 㑖 │ 봄
바
람

㑣 ─ 太 ─ 太 │ 㑖 │ 퐁
당
퐁
당

─
㑲 黃 │ ─

㑲
─
㑲

─
太 │ 㑣 ─

黃 │ 㒇 ─ 黃 ─ 㑖 │ 黃 ─ 黃 ─ 㑲 │

仲 ─ 㒇 │ 仲 │ 㑲 ─ 太 │ 㑲 │ 㑲 ─

太 │ 㑲 ─ 太 ─ 黃 │ 仲 ─ 太 ─ 㑖 │

仲
太

─ 黃
㑲

│ 仲
太

│ 黃 ─ 仲 │ 㑲 ─

黃 │ 㑣 ─ 黃 ─ 黃 │ 仲 ─ 黃 │ 黃
太

│

㑲 ─ 黃 ─

㒇 ─ 黃 │ 㒇 │ 㑣 ─ 黃 │ 㑣 │ 㑖 │

─
黃 黃 ─ ─

黃
㑲
無

│ ─
黃 ─ 㑣 ─ 㑣 ─

㑲 │ 㒇 │ 㑲 ─ 㑲 ─ 㑲 │ 㑖 │ 㑲 │

㑖 ─ 㒇 ─ 㑖 │ 㑣 │ 㑣 ─ 㑣 ─ 㑲 ─

㑣 │ 㑲 │ 㑣 ─ 㑖 ─ 㑖 │ 㑲 │ 㑖 │

㑣 ─ 黃
㑲

─ 黃 ─ 㑲 ─

㑖 │ 㑣 │ 㑖 │ 黃 │ 黃
太

│

△ 黃 ─
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㑖 ─ 仲 │ 㑲 │

눈

㑲 ─ 㑣 │ 㑲 ─ 黃 │
산
바
람 
강
바
람

─
㑣

─
林

─
㒇 ─

黃
─
黃

─
太㑲 │ 仲 ─ 黃 ─

仲
黃

│ 㑖
㑣

─ 仲
黃

│ 黃
㑲

─
黃 ─ 太 │

㑣
㑣

│
─

仲
仲

─
│

太
黃

│
太 ─ 㑲 │ 太 ─ 㑣 │

㑣
㑲

│
─

仲
仲

─
│

㑲
㑖

─

─
黃

─
㑲 ─

─
黃

─
㑲㑖 ─ 黃 ─ 㑣 │

㑲
㑖

│ 黃
黃

│
─

㑲
㑖

│ 㑣
㑖

─

㑖 │ 仲 │ 㑖 ─ 㑣 ─ 㒇 │ 㑣 ─ 㑲 │

─
㑣

─
林

─
㑣 ─

㒇
─
㑲

─
㒇

─
黃㑲 ─ 仲 ─ 㑲 │

㑲
㑣

│ 㑣
㑖

─ 㑲
㑣

│ 仲
太

─
黃 │ 太 │ 黃 ─

㑣
㑣

─
│ 仲 ─ 㒇

㒇
│
─ 㑖 ─ 黃 │ 㑖 ─ 黃 │

㑣
㑲

─ 仲
仲

│
─

㒇
黃

│

㑖 │ 黃 │ 㑖 ─

△ △ △ △
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林 ─ 南 │ 무
궁
화

仲 ─ 潢 │ 南 │

고
드
름

南 │ ─
汰 林 ─林

仲
│ 南

林
─

潢 ─ 潢 ─ 仲 │

太 ─ 仲 │

黃 │ 南 ─ 南 │ 南 │ 太 ─

潢 ─ 潢 ─ ─
仲─

潢
南
林

│

汰 │ 南 │ 黃 │

南 ─ 仲 ─

林 │ 南 │ 潢 ─ 林 ─ 南 ─

─
南

─
仲 潢 │林

仲
─ ─

潢 林 │ 太 │ 仲 ─

太
黃

│ 汰
潢

─
黃 ─ 仲 ─ 林 │

仲 ─ 南 │ 仲 │ 黃 │ 南 ─

△
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仲 ─ 潢 ─ 仲 ─ 黃 │ 아
리
랑

─
─
林

─
─
林

─
─
太

仲
─
林

│

潢 │
仲
─
林

│ 黃
─
太

─

南
─
林

─ 潢
汰
潢

─ 南
─
林

─

仲 │

仲
─
太

│

南 │
仲
─
太

│ ─
─
林

黃
─
太

─

林 ─
黃
─
太

─ 仲
─
林

─

仲 │ 南 │ 仲 │ 南 │

─
─
林

林
南
林

─ ─
─
林

林
南
林

─

仲 ─
仲
─
太

│

仲 ─
仲
─
太

│

仲 │ 黃 ─ 仲 │ 黃 ─

─
─
太

─
─
太

黃
─
太

│ 黃
─
太

│
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潢 ─ 㳞 │ 南 ─ 南 │ 太 ─ 潢 ─ 太 │ 潢 │

반
달

南 │

仲 ─ 林 南 ─ 仲 汰 仲 ─ 汰

黃 │ 潢 ─ 南 │ 南 │ 黃 │ 潢 │ 林 │ 潢 ─

無 潢 │ 汰 林 ─ 林 南 潢 ─ 南

仲 ─ 南 ─ 潢 ─ 南 │ 仲 ─ 潢 ─ 南 │ 潢 │

南 │ 南 ─

南 │ 汰 ─ 仲 ─ 仲 │

汰 ─ 潢 │ 黃 │ 黃 ─

△

△ 汰 │ △ △
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汰 │ 林 │ 林 ─ 潢 │ 林 ─ 林 │
오
나
라
(대
장
금

ost)

─
潢

─
仲 南 │ 汰 ─ 南 │ 南 ─

南 ─ 太 ─ 南 ─ 汰 │ 南 ─ 南 │

林 │ 林 │ 林 │ 汰 ─ 南 │ 南 ─

─
仲

─
仲

─
南

─
潢

─
潢

─
林

太 ─ 太 ─ 南 ─ 南 │ 南 ─ 仲 │

太 │ 林 │ 林 │ 南 ─ 南 │ 太 ─

黃 ─ 南 ─ 南 ─ 潢 │ 林 ─ 仲 │

太 │ 仲 │ 太 │ 汰 ─ 南 │ 仲 ─

太˄ ─ 林 ─ 太˄ ─ 潢 │ 南 ─ 仲 │

南 │

潢 ─
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潢 │ 林 │ 潢 ─ 潢 │ 동
무
들
아

南
南

│
─

仲
仲

│
─

林
林

│
─

南
南

│
─

仲
仲

│
─

하
얀
나
라

南
南

│
─

仲
林

│
─

林
林

│
─

南
南

│
─

仲
林

│
──

汰 黃 ─
─
汰

─
汰 南 │ 南 │ 林 │ 南 │ 南 │

潢
無

─ 黃 │
潢
無

│ 潢
無

─
潢 ─ 仲 ─ 潢 ─ 仲 ─

南 │ 南 ─ 南 ─ 南 │
無
無

│
─ 林 │ 南

南
│
─

無
無

│
─ 林 │

無
無

│
─

南
南

│
─

無
無

│
─

仲 ─ 仲 │ 仲 │ 仲 ─

無 │ 南 │ 無 │

仲 │ 仲 ─ 仲 ─ 仲 │ 汰 ─ △ 汰 ─ △

林 ─ 林 │ 林 │ 林 ─
潢
潢

│
─

林
林

─
│

無
無

│
─

潢
潢

│
─

林
林

─
│

─
潢 │

林
南

─
│

─
無 │

─
潢 │

林
南

─
│黃 │ 黃 ─ 黃 ─ 黃 │

無 ─ 無 ─ 無
南

─ 無 ─ 無 ─

黃 ─ 黃 │ 黃 │ 黃 ─ 林 │ 林 │ 林
林

│
─ 林 │ 林 │

仲 │ 南 ─ 仲 ─ 南 │ 仲 ─ 南 ─ 南
南

│
─ 仲 ─ 南 ─

汰 │

仲 │ 仲 ─

潢 ─

△ 仲 ─ △ 仲 │
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仲 │ 林 ─
潢
南

─ 潢
林

│ 林 ─ 南 │

첨
밀
밀

仲 ─
黃
仲

│ 어
린
음
악
대

仲 林 │
─
黃 仲 ─

太 │ 林 ─ 潢 ─ 南 │
南
潢

│

黃 仲 │
林
南

│ 汰
潢

│ ─
仲 潢 ─

仲 ─ 林 ─ 南 ─ 林 ─ 南 ─
潢
潢

─
│

無
南

│

林 │ 仲 │
南
南

─
│

林
仲

─

林 ─ 潢 │ 太 ─ 林 ─ 林 │

△ 林
南

│ 汰
潢

─ 黃 │ 仲 │
─
△

─
△

南 │ 林 ─ 南 │ 仲 ─ 林 ─ 仲 │
黃
仲

─

仲 ─
仲

─
黃 仲 │

太 │ 林 │ 南 ─
南
潢

─

黃 仲 ─ 林 │
林
潢

─ ─
仲 潢 │

黃 ─ 仲 ─ 林 │ 南 ─
潢
南

│ 無
無

│
─

無
南

─

─
仲

─
林

林
林

│
─

林
林

│
─

太
仲

│ 林 ─ 南 │ 仲 │ 仲 │

黃
太

─ 林
南

│ 林
潢

│ 南
潢

─ ─
△

─
△



- 86 -

林 │ 林 │ 林 │ 汰 │ 林 ─ 林 ─ 林 │ 뱃
노
래

林 ─ 林 ─ 林 ─ 汰 ─ 林 │ 林 │ 林 ─

─
仲

─
林 │

─
仲

─
仲

─
林 ─

─
林 │

太 │ 無 ─ 太 │ 汰 │ 太 ─ 無 │ 無 ─

林 │ 汰 ─ 林 ─ 林 │

無 無 ─ 無 無 │ 無 │ 仲 ─

林 ─ 潢 │ 林 ─ 潢 │ 林 ─ 潢 ─ 太 │

潢 ─ 潢 ─ 潢 │

─
無

─
無

─
無

汰 │ 汰 │ 汰 ─

─
潢

─
潢

─
潢

汰 ─ 汰 ─ 汰 │
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潢 │ 㴌 ─ 湳 │ 늴
리
리
아

南 │ 㳞 ─ 仲 │ 고
추
먹
고 
맴
맴

─
潢 淋 │ 南 ─

㴌 │ 湳 ─
汰 ─ 㳞 ─ 潢 │

─
汰 湳 │ 潢 │ 汰 │ 汰 ─

林 ─ 湳 ─ 淋 ─ 南 ─ 潢 ─ 潢 │

潢 │ 汰 │ 南 ─

潢 │
㴌
汰

│

潢 ─ 潢 ─ 林 │

汰
潢

─ 潢 ─ 南 │ 仲 ─

潢 │
汰
㴌

│ 湳
淋

│ 南 │ 林 ─ 南 │

─
潢 汰 │ 潢 ─汰

潢
─ 汰

潢
─ 湳

潢
─

汰 ─ 潢 ─ 㳞 │

南 │ 南 │ 汰 │ 潢 │ 南
林

│ 汰 ─

林 ─ 林 ─ 潢 ─ 南 ─ 仲 ─ 潢 │

林 │─
汰 仲 ─

潢 │
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汰 │ 㳞 ─ 南 ─ 林 │ 汰 ─ 南 ─ 汰 │ 南 │ 어
머
님
은
혜汰 ─ 㳞 │ 南 │ 林 ─ 潢 無 潢 無

潢 │ 㴌 ─ 無 ─ 潢 │ 無 │ 潢 │ 潢 ─ 潢 ─

汰 潢 南 無

㴌 汰 汰 無 林 㳞 南 㳞

㳞 ─ 潢 │ 潢 │ 南 ─ 仲 ─ 㳞 ─ 林 │ 㳞 │

汰 林 㴌 㴌

潢 仲 汰 汰

南 ─ 林 │ 潢 │ 潢 ─

△ △ △ △
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㳞 │ 汰 │ 㳞 ─ 汰 ─ 㳞 │ 㳞 │ 산
중
호
걸

汰 ─ 汰 │ 㳞 ─

潢 ─ 汰 │ 潢 │ 汰 ─ 潢 │ 潢 ─

潢 ─

南
林

│ 汰 ─
南
林

─ 汰 │
南
林

│ 南
林

│

南
林

─ 汰 │
南
林

│ 汰 ─
南
林

─ 南
林

─

南 │ 汰 ─ 南 ─ 汰 │ 南 │ 南 │

仲 ─ 仲 │ 仲 ─ 仲 ─

潢 │ 汰 │ 潢 ─ 汰 ─ 潢 │ 潢 │

仲 ─ 㳞 ─ 仲 │ 㳞 │ 仲 ─ 仲 ─

南 │ 㳞 │ 南 ─ 㳞 ─ 南 │ 南 │

潢 ─ 潢 │ 潢 ─ 潢 ─

南 │
汰
潢

─ 南 ─
汰
潢

│ 南 │
南
林

│

林 ─ 汰 │ 林 │ 汰 ─ 林 ─
南
林

─

仲 潢 ─ 仲 ─ 潢 │ 仲 │ 南 │

△ △ △ 仲 ─



- 90 -

無 ─ 無 │ 無 │ 無 │ 汰˄ │ 汰˄ │ 몽
금
포
타
령

林 │
無
潢

─ 林 ─
潢
無

─ 㳞 ─ 㳞 ─

林 ─ 林 │ 林 │ 林 │ 㳞 │ 㳞 │

汰 │ 無 ─ 汰 ─ 無 ─ 㳞 ─ 㳞 ─

─
潢

無
潢

│ ─
潢 潢 │

無 ─ 林 ─ 無 │ 汰 ─
潕
淋

│ 潕
淋

│

林 │ 汰 │ 林 ─ 汰˄ │ 㳞 ─ 㳞 ─

㳞 ─

無 ─ 無 │
淋
㳞

│ 淋
㳞

│

林 │ 㳞 │ 林 ─ 㳞 ─ 無 ─ 汰 ─

淋
㳞

│ 潢
無

│

汰 ─ 林 ─
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